
第
二
九
回
東
海
財
界
倶
楽
部
例
会
開
催

名
古
屋
入
国
管
理
局
長
を
招
い
て

　

東
海
地
方
で
活
躍
す
る
経
済
人
な
ど

の
異
業
種
交
流
会「
東
海
財
界
倶
楽
部
」

は
、
愛
知
県
・
岐
阜
県
・
三
重
県
に
拠

点
を
有
す
る
ト
ッ
プ
経
営
者
を
中
心
と

し
た
異
業
種
交
流
会
で
、
経
営
者
同
士

の
知
識
・
情
報
の
交
換
お
よ
び
意
識
向

上
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

二
九
回
目
と
な
る
今
回
の
例
会
に

は
、
日
本
の
深
刻
な
人
材
不
足
に
対
応

す
る
た
め
、
政
府
は
専
門
的
・
技
術
的

分
野
に
お
け
る
外
国
人
受
け
入
れ
の
制

度
の
在
り
方
を
見
直
し
、
昨
年
六
月
に

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
１
８
」（
骨
太
の
方
針
）
に
お
い

て
新
た
な
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
を
決

定
。
多
岐
に
わ
た
る
問
題
を
抱
え
た
外

国
人
労
働
者
へ
の
態
勢
に
つ
い
て
名
古

屋
入
国
管
理
局
長
・
藤
原
浩
昭
氏
が
登

壇
し
た
。

　
「
平
成
元
年
に
は
偽
装
難
民
の
問
題

が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

外
国
人
は
限
ら
れ
た
人
数
だ
っ
た
よ
う

に
思
え
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
は
至
る

所
で
外
国
人
が
見
受
け
ら
れ
、
大
き
く

社
会
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
全
都
道
府

県
の
外
国
人
登
録
者
数
が
増
え
て
い
ま

す
。
現
在
の
入
国
管
理
局
は
、
国
際
化

に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ

て
お
り
、
技
能
実
習
法
の
成
立
な
ど
は

平
成
の
初
め
頃
に
整
い
ま
し
た
。
以
降

三
〇
年
ほ
ど
、増
減
は
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
数
年
で
急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。

女
性
の
社
会
進
出
、
高
齢
者
の
活
用
な

ど
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
で
は
不

足
を
補
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入

国
管
理
局
と
し
て
は
、
外
国
人
労
働
者

を
中
小
企
業
な
ど
に
支
援
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。」

　

藤
原
名
古
屋
入
国
管
理
局
長
へ
の
質

問
で
は
、
会
員
の
鋭
い
質
問
に
対
し
て

感
心
す
る
場
面
も
み
ら
れ
た
。

　

公
演
の
後
、
駐
名
古
屋
大
韓
民
国
総

領
事
館
総
領
事
・
鄭
煥
星
氏
が
四
月
に

行
わ
れ
る
韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
報

告
、
ホ
ク
セ
イ
会
長
・
山
下
三
男
氏
の

乾
杯
の
発
生
で
懇
親
に
移
っ
た
。

　

一
月
二
十
二
日
、
第
二
九
回
東
海
財
界
倶
楽
部
例
会
が
「
ア
パ
ホ
テ
ル　

名

古
屋
錦　

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
」
で
開
か
れ
、
名
古
屋
入
国
管
理
局
長
・
藤

原
浩
昭
氏
に
よ
る
講
演
を
行
わ
れ
た
。

藤原浩昭名古屋入国管理局長例会の様子

山下三男ホクセイ会長 鄭煥星駐名古屋大韓民国総領事


